




は じ め に

































大学が持つ資源を地域社会に還元する意味での, 学生による地域貢献活動の報告が, 近年増加している｡ これ
は, 大学が地域の拠点となるべく模索した結果とみることができる｡ 本研究は本学学生が, 地域社会流山への地
域貢献活動に従事することが出来るか否かを, 学生のライフスタイルやメディア利用から推し量ろうとするもの
である｡ 自己記入式のアンケート調査結果からは, 休日の在宅時間が長く, 行動範囲が狭い学生像が見てとれる｡
また, メディアとの関連では, 本来大学が開校されている平日の在宅時間が長い学生ほど, 携帯インターネット























































































本が, その個人の ｢メディア利用状況｣ に影響を
与えていることが知られている (Huysman &




































2. 1 調査対象者, 調査方法
ａ. 調査対象母集団：江戸川大学に在籍する学
生
ｂ. 標本数：250 (内, 無効回答を除く 235が
有効回答数)





















て, まず有効回答数 235の性別を見ると男性 53.2
％, 女性 46.8％｡ 回答者がメディアコミュニケー
ション学部に偏っており, 人間心理学科 2.6％,
ライフデザイン学科 0.9％, 経営社会学科 0.9％,








偏りが見られ, 1 年生 39.6％, 2 年生 46.4％, 3













きなことをする時間) の平日平均 6.0時間, 休日
平均 11.6時間となっており, 自由時間は在宅時
間と関連があることが見てとれる｡ 近年の学生の
傾向として, ｢地元の友達と遊んだ｣ とか ｢地元











が (土屋 2009), ここでもやはり学生の施設利用
からは消費型のライフスタイルが垣間見える｡ 最
もよく利用されているのは, 平日・休日ともにコ
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インターネットがコミュニケーションツールとし
































詳しくみていく｡ まず, 携帯電話の所有率は 99.6
％, うち 99.1％は通話を利用している｡ ただし,
先行研究では, 若年層は通話よりメールを好むこ
とが確認されており, 今回の調査でも通話最頻値
も ｢週に 2～4通話｣ で, この傾向は本学学生に
も適用できるものであった｡




いた｡ 本学では開学以来, ノート型 PCを一人一
人に貸与しているが, 学内インフラの整備もあっ
























図 2 休日, 平日に利用する施設
(％)





















を ｢使っている｣ ／ ｢メール機能はあるが使って








している｡ この傾向が 1人や 2人ではなく全体の
およそ 5％弱を占めていたため, 急きょマスコミ
学科 3年生 8名を対象としたグループインタビュー
を行った｡ すると…… ｢先生, 『i-mode や ez
web』 ってインターネットだったんですか｣ と
いう答えが返ってきた｡ よく学生に ｢PCにメー











































































































































( 1 ) ｢みどりのまちづくりに関する住民意向調査｣
2008年 4月実施, 層化 2段人口比例確率抽出法
を用いた郵送配布・郵送回収による自己記入式ア
ンケート調査｡ 回収数 512 (回収率 31.5％), 有





( 2 ) 本調査は今後同じ調査票を用いた実施を, お茶
の水女子大学, 東洋大学などで予定しており, そ
のための選択肢として, ｢情報科学科｣ を用意し
た｡ 本学, 情報文化学科の学生が多数 (4.3％),
｢情報科学科｣ を誤って選択していたため, ｢情報
文化学科｣ を選択した 17.4％に計上し, 便宜上
21.7％とした｡
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